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 市の概況 

2-1 統計データ等 

市の人口や、高齢者、障がい者等の居住状況について、公表されている統計データを基に整理

しました。 

 

（１） 人口・世帯 

住民基本台帳によると、令和 2 年（2020 年）10 月 1 日現在、市の人口は 140,756 人（男：

71,904 人 女：68,852 人）、世帯数は 66,480 世帯となっています。 

地域別に見ると、鉄道駅周辺に人口が集中しており、特に団地や大型マンションのある下戸田

地区の人口密度が特に高いことがわかります。 

 

図 人口密度（町丁目別） 

（平成 27 年国勢調査 政府統計の総合窓口（e-Stat）を基に作成） 

  

第２章 
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（２） 高齢者 

住民基本台帳によると、令和 2 年（2020 年）10 月 1 日現在、高齢者の人口は 23,310 人

（高齢化率 16.6%）となっています。 

地域別に見ると、下戸田地区で高齢者の人口密度が高いことがわかります。 

 
図 高齢者人口密度（町丁目別） 

（平成 27 年国勢調査 政府統計の総合窓口（e-Stat）を基に作成） 
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（３） 子ども 

住民基本台帳によると、令和 2 年（2020 年）10 月 1 日現在、子ども（15 歳未満）の人口

は 20,633 人（年少人口率 14.7%）となっています。 

地域別に見ると、団地や大型マンションのある下戸田地区、上戸田地区の戸田公園駅の西側、

戸田駅の東側で子どもの人口密度が高いことがわかります。 

 

図 年少人口密度（町丁目別） 

（平成 27 年国勢調査 政府統計の総合窓口（e-Stat）を基に作成） 
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（４） 障がい者 

令和元年度（2019 年度）現在、障害者手帳所持者数を見ると、身体障がい者 2,817 人、知的

障がい者 769 人、精神障がい者 863 人となっています。 

近年の身体障害者手帳所持者数の増減は横ばいですが、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳

所持者数は増加傾向にあります。 

 
図 身体障害者手帳所持者数 

（戸田市オープンデータを基に作成） 

 

 
図 療育手帳所持者数（知的障がい者数） 

（戸田市オープンデータを基に作成） 
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図 精神障害者保健福祉手帳所持者数 

（戸田市オープンデータを基に作成） 

 

（５） 外国人 

住民基本台帳によると、令和 2 年（2020 年）10 月 1 日現在、外国人は 7,399 人（総人口

に占める割合 5.3％）となっています。 

地域別に見ると、西川口駅や戸田公園駅に近い下戸田地区で外国人の人口密度が特に高いこと

がわかります。 

 
図 外国人人口密度（町丁目別） 

（平成 27 年国勢調査 政府統計の総合窓口（e-Stat）を基に作成） 
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2-2 地域の特性 

（１） 土地利用、地形 

本市は、埼玉県の南東部に位置し、都心までの距離は 15km から 20km 程度、東は川口市、

北はさいたま市・蕨市、荒川を挟んで西は朝霞市・和光市、同じく荒川を挟んで南は東京都

板橋区・北区に接しています。 

市域は、面積約 18km2、市街化区域面積約 13km2とコンパクトであり、その８割以上が市内

の鉄道３駅から２km 圏内に位置しています。また、標高差の少ない平坦な地形となっています。 

地域区分は、古くからの物理的な区分要素である笹目川や中山道（国道 17 号）による３つの

区分に加え、行政区分、土地区画整理事業等による市街地整備歴、さらに、土地利用、自然条件、

道路等の物理的条件、旧村、駅勢圏、学校区、町会・自治会区の社会的圏域等を踏まえた 5 地域

を基本としており、行政運営上の区分やまちづくり推進の単位となっています。 

土地利用は住居系が 28%と最も多く、次いで工業系が 17%で市北側や川沿いに立地してい

ます。また、商業系は 8％となっており戸田駅周辺で立地が進んでいるほか、工場等からの土地

利用転換が見られます。 

 

図 平成 26 年（2014 年）の土地利用状況 

（出典：第 2 次戸田市都市マスタープラン（改定版）） 
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（２） 鉄道駅の状況 

市内には JR 埼京線の北戸田駅・戸田駅・戸田公園駅があり、全ての駅において１日の乗降客数

が 40,000 人以上の特定旅客施設 ※となっています。 

※ 特定旅客施設： 

旅客施設のうち、利用者が相当数（5,000 人以上）であること又は相当数であると見込まれた施設のこ

と。 

 

図 鉄道駅の立地（出典：第 2 次戸田市都市マスタープラン（改定版）） 

 

市内の全ての鉄道駅において、地上からホームまでの車いすで移動可能な経路が確保されて

おり、車いすで使用可能なトイレ、乳幼児用設備、オストメイト対応設備も設置されています。 

ホームドアは全ての駅で未設置となっています。 

表 鉄道駅の乗車人員・バリアフリー状況（令和元年度（2019 年度）） 

  

（出典：鉄道駅情報（JR 東日本）、らくらくおでかけネット（交通エコロジー・モビリティ財団）） 

※乗降客数については、JR 東日本公表の乗車人員を 2 倍して算出 

  

車いす用トイレ 乳幼児用設備 オストメイト

北戸田 44,392 － EV・ES × ○ ○ ○

戸田 42,710 － EV・ES × ○ ○ ○

戸田公園 68,956 EV・ES EV・ES × ○ ○ ○

JR線

改札～ホーム改札～地上

路線 駅名
乗降客数

（人／日）

バリアフリー状況

ホームドア

トイレ
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（３） バスネットワークの状況 

市内のバス路線図を見ると、東西南北にバス路線が設定されており、国際興業(株)及びコミュニ

ティバス（toco）が運行されていることがわかります。主に、国際興業(株)が駅間を結び、コミュ

ニティバスは各鉄道駅を起終点として、各地区への乗り入れを行っており、非常に利便性が高く

なっています。 

また、笹目地区にある下笹目停留所は 9 路線が乗り入れる国際興業(株)のターミナルであり、

バス交通の結節点となっています。 

 
図 バス路線図（「コミュニティバス toco のご案内（戸田市）」を基に作成） 

路線別のバス利用状況については、川口駅、西川口駅、蕨駅、武蔵浦和駅など市内と周辺市の

鉄道駅を結ぶ路線の利用者、コミュニティバスでは戸田公園駅発の利用者が多くなっています。 

表 路線バスの路線別利用状況 

 

令和元年10月1日～10月31日

戸田公園駅 戸　　52 戸田公園駅～氷川町三丁目～下笹目 52.5 1,272

蕨　　50-2 蕨駅西口～法華田～戸田車庫 2.0 36

蕨　　54 蕨駅西口～戸田駅入口～笹目公園～下笹目 34.0 1,828

蕨　　55 蕨駅西口～前新田～戸田公園駅東口 48.5 1,403

蕨　　80 蕨駅西口～北戸田駅入口～戸田車庫 29.0 300

蕨　　81 蕨駅西口～市立病院入口～戸田車庫 12.5 75

川　　50 川口駅西口～前新田循環～川口駅西口 72.0 1,936

川　　52 川口駅西口～戸田公園駅～下笹目 7.0 664

西川　61 西川口駅西口～五差路～下笹目 36.0 1,954

西川　62 西川口駅西口～戸田市役所～北戸田駅 25.5 1,721

西川　63 西川口駅西口～中町二丁目～戸田公園駅 17.5 827

南浦　01 南浦和駅西口～北戸田駅入口～イオン北戸田ショッピングセンター 37.0 607

南浦　07 南浦和駅西口～北戸田駅入口～戸田車庫 1.5 19

南浦　80 南浦和駅西口～神明台～武蔵浦和駅～戸田車庫 1.0 31

南浦　84 南浦和駅西口～文蔵小学校～戸田車庫 2.0 67

浦和駅 浦　　81 浦和駅西口～武蔵浦和駅～戸田車庫 2.0 42

武浦　01 武蔵浦和駅～美女木～下笹目 91.0 2,478

武浦　80 武蔵浦和駅～美女木～戸田車庫 2.5 80

成増駅 増　　14 成増駅北口～笹目橋～下笹目 24.0 611

赤羽駅 赤　　72 赤羽駅西口～北赤羽駅入口～戸田公園駅 1.0 52

戸田　01 戸田公園駅～戸田市コミュニティバス喜沢・川岸循環 45.0 504

戸田　02 下笹目～戸田市コミュニティバス西循環 12.0 228

戸田公園駅・戸田駅 戸田　03 下笹目～戸田市コミュニティバス美笹循環 12.0 129

北戸田駅 戸田　04 下笹目～戸田市コミュニティバス南西循環 11.0 160

運行回数
１日平均
乗車人員

発着駅

戸田公園駅

武蔵浦和駅

南浦和駅

西川口駅

川口駅

蕨駅

系統番号

（戸田市オープンデータを基に作成） 
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（４） 関連事業等 

【都市計画道路】 

平成 31 年（2019 年）1 月現在、計画延長約 41.5km のうち約 32.7km が整備済みとなっ

ており、未整備区間は、戸田公園駅周辺等に残っています。 

 
図 都市計画道路の整備状況 

（出典：第 2 次戸田市都市マスタープラン（改定版）） 

【土地区画整理事業】 

昭和 12 年（1937 年）に戸田土地区画整理事業が着手されたのをはじめとして、市域の大

部分を土地区画整理事業により整備を進めており、現在は 2 地区で施工中となっています。 

 
図 土地区画整理事業の施行状況 

（出典：戸田市ホームページ） 
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・新曽第一土地区画整理事業 

面積は 91.2ha で、計画期間を平成 7 年度（1995 年度）から令和 5 年度（2023 年度）と

して事業を実施しており、使用収益開始率が 80.0％（令和 2 年（2020 年）3 月 31 日）と

なっています。 

 
図 新曽第一土地区画整理事業 設計図 

（出典：戸田市ホームページ） 
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・新曽第二土地区画整理事業 

面積は 40.5ha で、計画期間を平成 15 年度（2003 年度）から令和 9 年度（2027 年度）

までとして事業を実施しており、使用収益開始率が 25.1％（令和 2 年（2020 年）3 月 31 日）

となっています。 

 

図 新曽第二土地区画整理事業 設計図 

（出典：戸田市ホームページ） 



25 

【戸田市立地適正化計画】 

平成 31 年（2019 年）4 月に策定された立地適正化計画では、居住を誘導する区域である 

「居住誘導区域」、生活利便施設（医療・福祉・商業・行政施設等）の立地を適切に誘導・集積

させ、生活サービス機能を将来にわたり維持・強化するための「都市機能誘導区域」を設定して

おり、これにより３駅周辺への施設集積を図るものとしています。 

 

 

 

図 都市機能誘導区域の対象地区・施設 

（出典：戸田市立地適正化計画） 

  

（約 34 ha） 

 

（約 78 ha） 

 

（約 40 ha） 

 

 ： 都市機能誘導区域 

 ： 居住誘導区域 
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【防災に向けた取組】 

平成 29 年（2017 年）3 月に改訂された「戸田市地域防災計画」では、国土交通省が想定した

200 年に 1 回程度の確率で発生する規模の大雨及び想定される最大規模の大雨により、荒川が

増水し、堤防が破堤した場合の「荒川浸水想定区域図」を公表しています。 

これによると、本市は市全域が水没し、浸水深は最大 5～10ｍ、浸水時間は 3 日～1 週間にも

および、多数の家屋が浸水、水没するなど大きな被害が発生することが予想されています。 

 
図 荒川氾濫時の浸水想定（想定される最大規模の大雨） 

市では、これを踏まえ、避難所・避難場所の指定や土のうステーションの設置の他、タイムライン

（事前防災行動計画）の作成、防災行政無線による放送、総合防災訓練の実施、戸田市ハザードブッ

ク「災害を『我が事』として考える本」や子ども向けの啓発ツールの提供など、多様な方法により、

対策の充実や市民への啓発を図っています。  
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（５） 市内の主要な施設の状況 

市内の主要な施設として、「高齢者・障がい者等を含む不特定多数の利用が想定される施設」を

抽出し、下記の項目別に次ページの表のとおり整理しました。 

抽出条件は以下のとおりです。 

表 抽出条件の設定 

項目 抽出する施設 施設数 

旅客施設 鉄道駅 ３ 

公共・公益施設 
市役所・支所（窓口）、福祉センター、コミュニティ施設、図書館、 

スポーツ施設、児童施設 
14 

保健・福祉施設 主に高齢者・障がい者等が利用する保健施設・福祉施設 ６ 

医療施設 病院（病床数 20 床以上） ６ 

商業施設 大規模小売店舗立地法の届出施設（店舗床面積 1,000 ㎡以上） 17 

遊興施設 競艇場 1 

宿泊施設 客室数 50 以上のホテル又は旅館 1 

公園・緑地 
広域的な利用が見込まれる公園・緑地 

（総合公園・近隣公園・都市緑地のうち面積 1ha 以上のもの） 
9 

防災関連施設 上記に含まれない避難所・避難場所指定施設 20 

 

主要な施設のバリアフリー対応状況については、基本的なバリアフリー設備（車いす使用者用

駐車場、スロープ、エレベーター、車いす使用者用トイレ、乳幼児用設備、視覚障害者誘導用ブロ

ックなど）は整備されている施設が多くなっています。 

一方で、音声案内設備の設置や手話対応を実施している施設は少ない状況です。 
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■市内の主要な施設 
 

項目 記号 施設名 

旅客施設 

JR 北戸田駅 

JR 戸田駅 

JR 戸田公園駅 

公共・ 

公益施設 

 戸田市役所 

 
戸田公園駅前行政センター（出張所・駅前配本所・ 

駅前子育て広場・観光情報館トビック） 

 
戸田市役所新曽南庁舎 

（新曽南多世代交流館さくらパル） 

 
上戸田地域交流センターあいパル 

（図書館上戸田分室） 

 笹目コミュニティセンターコンパル 

 
西部福祉センター 

（美笹支所・美笹公民館・図書館美笹分室） 

 
東部福祉センター 

（下戸田公民館・図書館下戸田分室・東部連絡所） 

 
新曽福祉センター 

（新曽公民館・勤労福祉センター） 

 戸田市立中央図書館・郷土博物館 

 生涯学習施設（芦原小学校内） 

 文化会館 

 児童センタープリムローズ 

 児童センターこどもの国 

 スポーツセンター 

保健・ 

福祉施設 

 
市民医療センター（地域包括支援センター） 

 
心身障害者福祉センター（図書館下戸田南分室） 

 
福祉保健センター（社会福祉協議会・ 

障害者生活支援センターわかば） 

 
健康福祉の杜（中央地域包括支援センター） 

 
いきいきタウンとだ（東部地域包括支援センター） 

 
介護老人保健施設（ろうけん戸田） 

項目 記号 施設名 

医療施設 

 
戸田病院 

 
戸田中央総合病院 

 
中島病院 

 
戸田中央産院 

 
公平病院 

 
戸田中央リハビリテーション病院 

商業施設 

 
イオンモール北戸田 

 
スーパーバリュー戸田店 

 
T-FRONTE 

 ベルクス戸田店 

 ビーンズ戸田公園 

 ロヂャース戸田店 

 
ベルク戸田中町店 

 ホームセンターコーナンドイト戸田店 

 マミーマート下戸田店 

 ヨークマート下前店 

 
オーケー北戸田店 

 サミットストア戸田駅店 

 ヤオコー戸田駅前店 

 Y バリュー美女木店 

 ヤマダ電機テックランド戸田美女木店 

 ドラッグセイムス戸田笹目店 

 
マルエツ戸田氷川町店 

遊興施設 
 

戸田競艇場 

宿泊施設  東横イン埼玉戸田公園駅西口 

項目 記号 施設名 

公園・ 

緑地 

 
後谷公園 

 
新田公園 

 
惣右衛門公園 

 
笹目公園 

 
北部公園 

 
川岸運動公園 

 

彩湖・道満グリーンパーク 

（彩湖自然学習センター） 

 
荒川水循環センター上部公園 

 
戸田公園（荒川親水公園・荒川運動公園・戸田桜づつみ） 

防災 

関連施設 

 喜沢小学校 

 喜沢中学校 

 戸田第二小学校 

 戸田東小学校 

 戸田東中学校 

 戸田南小学校 

 戸田中学校 

 埼玉県戸田第一艇庫 

 戸田第一小学校 

 新曽小学校 

 戸田翔陽高等学校 

 新曽北小学校 

 新曽中学校 

 笹目東小学校 

 笹目中学校 

 笹目小学校 

 美女木小学校 

 南稜高等学校 

 美笹中学校 

 美谷本小学校 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

1

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

アンケート調査の回答における日常的に利用する割合 オレンジ： 10％以上 黄色：５～10％ 青：５％以下 白：調査対象外 
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図 主要な施設の立地状況

アンケート回答における日常的に利用する割合 

  で囲った施設 ： 10％以上 

で囲った施設 ： ５～10％ 
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（６） 道路の状況 

市内の道路について、「第 2 次戸田市歩行者自転車道路網整備計画（令和 3 年（2021

年）４月施行）」において、 

① 鉄道駅・学校・商業施設・公共施設等周辺で、歩行者交通量が多い路線 

② 歩行者が関係する交通事故発生件数が比較的多い路線 

③ 既に歩道として整備され、できるだけ連続して歩行者が通行できる路線 

④「バリアフリー基本構想」において重点整備地区内の生活関連経路に位置づけられる

路線 

⑤ 歩行空間のネットワーク化を考慮するべき路線 

の考え方から、歩行者ネットワークとして 67.3km を設定し、順次整備を進めていくこと

としています。 

歩道のバリアフリー状況については、最近整備が進んだ北戸田駅東口周辺や、市役所通

り、北大通りなど、一部の幹線道路では十分な幅員が確保され、バリアフリー化されてい

ますが、県道である五差路通りや戸田駅周辺の市役所南通り、戸田公園付近の戸田中通り

など、幅員が 2.0m 未満の狭い歩道となっている区間が多くあります。また、整備時期が

古いものが多く、誘導用ブロックが設置されていない、舗装と一体化して認識しにくい、

歩行者動線上に水路蓋や側溝の穴があるなど、バリアフリーに配慮した整備となっていな

い道路が多くあります。 

市内の道路の歩道幅員及び歩行者ネットワークについて次ページに示します。 
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図 市道の歩道幅員と歩行者ネットワーク （歩道幅員状況は「平成 23 年度ユニバーサルデザイン基礎調査業務委託成果品」を基に作成） 
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